
２４年度 ⇒ ２５年度 ⇒ ２６年度

１．やすらぎやうるおいのある安全・安心なまちづくり（８項目）

1 指定避難地の見直し及び避難経路の確立 3 3 3 計画どおり実施

2 消防署南分署の建設 4 5 5 平成２４年度に消防署南分署の整備を完了

3 自主防災会活動促進事業 3 3 3 計画どおり実施

4 太陽光発電の公共施設導入及び一般住宅用への補助拡充 4 4 4 住宅用補助を補正拡大し、公共施設への発電設備を設置

5 公共施設の省エネ化、緑のカーテン事業の推進 3 4 4 平成２４年度に電気自動車の購入と急速充電設備の無料開放を完了

6 校区ヒヤリ地図ヒヤリ箇所安全対策事業 3 3 3 計画どおり実施

7 警察署等関係団体と連携した交通事故防止の推進 3 3 3 B-1グランプリの成功は連携強化の成果

8 消防団、自警団の組織強化に向けた支援 3 4 4
平成２４年度に支援団員（機能別消防団員）の退職報償金制度の適用
基本団員の報酬増額を完了

まちづくり１ 13.0 /20 14.5 /20 14.5 /20

２．子どもたちの笑顔があふれ、文化のさかんなまちづくり（１０項目）

1 老朽化した校舎の計画的な建替え 3 3 3 計画どおり実施

2 暑さ対策など子どもたちの学習環境の整備 3 4 4 暑さ対策を完了

3 桜ヶ丘ミュージアムの改装 3 4 4 平成２７年１月にオープン予定。文化の中心施設整備が進む。

4 一宮、小坂井地区に図書館分館の整備 3 4 4 図書館分館の整備を完了

5 スポーツ振興基金の設置 3 5 5 計画を超える基金積立てを完了。スポーツが盛んなまちづくりにつながっている。

6 地域の伝統文化や東三河演劇祭の育成・支援 3 3 3 計画どおり実施

7 小坂井地域に新給食センターの建設 3 5 5 建設を完了し、２学期から稼働

8 中学校部活動活性化事業 3 3 3 計画どおり実施

9 駅伝大会の誘致及び民間団体によるリレーマラソンへの支援 2 3 2 実行委員会によりリレーマラソン実施。駅伝は広域での開催を目指す。

10 学校図書館の蔵書・司書の充実 4 4 4 平成２４年度に学校図書館司書の増員を実施

まちづくり２ 12.0 /20 15.2 /20 14.8 /20
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３．生涯を健康で安心して暮らせるまちづくり（８項目）

1 新市民病院の建設及び救命救急センターの設置 3 4 4
平成２５年５月に新市民病院を開院
平成２６年秋に救急病床を４床増床予定

2 グループホーム等高齢者支援施設の民間活用での整備 3 3 3 地域密着型サービス施設が充実

3 児童クラブ室の空調施設整備 5 5 5 平成２４年度に整備を完了

4 障がい者一時預かり事業の拡充 3 3 3 計画どおり実施

5 西部中学校校区児童館の建設及びあかさか児童館の建替え 3 3 3 計画どおり実施

6 きれめのない母子保健サービスの提供 3 3 3 計画どおり実施

7 公共施設・民間企業における障がい者の就労支援事業 3 3 4 市役所での障害者雇用が工程計画以上に進む。

8 子ども医療費の中学生通院完全無料化 3 5 5 平成２５年度に完全無料化を達成

まちづくり３ 13.0 /20 14.5 /20 15.0 /20

４．都市基盤が整い、にぎわいと活力あふれるまちづくり（１２項目）

1 雇用の確保と財政基盤強化に向けた工業用地の開発 4 4 4 大木地区工業用地が分譲

2 名鉄八幡駅エレベータ設置及び新市民病院周辺整備事業 3 4 4 新市民病院の開院までに予定の整備を完了

3 Ｂ－１グランプリ全国大会の誘致 3 3 5 ボランティアの活躍により、約５８万人の来場者を迎え、事故もなく大成功

4 商工会議所・商工会における中小企業相談業務への支援強化 3 3 3 計画どおり実施

5 農業の担い手育成総合支援対策事業 2 3 4 就農者の確保が着実に進む。とよかわ農業市を初開催

6 豊川海軍工廠跡地に平和公園整備 2 3 3 検討委員会により基本構想案がまとまる。名大協議で了承

7 やる気満々商店街補助事業の創設 5 4 3 平成２４年度に補助制度を開始。継続性が課題

8
企業誘致優遇制度の拡充（雇用促進奨励金、誘致情報提供報奨
制度）

5 5 5 平成２４年度に優遇制度の整備を完了

9 市内３ヶ所の区画整理事業の着実な進捗 3 3 3 計画どおり実施

10 公共下水道第９次拡張計画及び特定環境保全公共下水道事業の着実な推進 3 3 3 計画どおり実施
一宮地区を平成２７年度までにやり遂げ、音羽地区へ早期着手が必要

11 パスポート発給窓口の市内設置 5 5 5 平成２４年度に発給窓口業務を開始

12 農作物の鳥獣被害対策事業の拡充 3 4 4 引き続き有害鳥獣の捕獲数が大きく増加

まちづくり４ 13.7 /20 14.7 /20 15.3 /20
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５．あらたな行政改革と住民との協働のまちづくり（１０項目）

1 経営的視点を取り入れたあらたな行政改革の推進 3 3 3 計画どおり実施

2 少数精鋭計画の着実な実行 4 3 2 職員の削減が、計画を下回った

3
一般会計市債残高を１００億円減（２２年度決算６２０億円→２７年
度予算５２０億円）

3 4 5 １００億円を平成２６年度に１年間前倒して達成見込み

4 ＮＰＯ・ボランティアの人材育成及び運営支援 3 3 3 計画どおり実施

5 地区集会施設建設費補助の対象経費拡充 5 5 5 計画どおり実施

6 行政運営における地域の大学との連携強化 3 3 3 計画どおり実施

7 市役所業務継続計画書策定など行政の危機管理体制を強化 3 3 3 計画どおり実施

8 市役所「カイゼン」運動の導入 3 3 4 Ｔ－１グランプリ開始し、カイゼン件数・従事人数ともこれまでを大幅に上回る。

9 東三河県庁の機能向上に向けた東三河８市町村の連携強化 3 3 3 計画どおり実施

10 市長２期目退職金についても無支給 5 5 5 平成２３年度に条例改正を実施

まちづくり５ 14.0 /20 14.0 /20 14.4 /20

計 65.7 /100 72.9 /100 74.0 /100

※ 各まちづくりごとに２０点満点として配点


